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１．はじめに

　現在の学校教育では，家庭生活や社会生活の中で
生きて働く力の基礎となる知識や技能の習得が求め
られている。それを支える学習環境としてもっとも
重要な資源は教員である。教員の職務は多様である
が，教師としての経験や学校の事情により様々な分
掌や役割を担うことが期待されている。教員に求め
られる基本的な力量として，例えば，教員として採
用された後は，初任者も経験豊富な先輩教員と同様
に，教科指導，学級経営，児童生徒指導など大きな
支障なく一通りの職務を行うことが求められている

（文科省1997）１）。
　学校教育において，教科「家庭科」は小学校では
５，６年にしか配置されておらず，教員に採用され
た後も，高学年の学級担任（あるいは家庭科専科の
担当）にならなければ家庭科の授業を担当すること
はほとんどない。また，中学校家庭科教員を対象と
した全国調査結果２）によれば，免許外教員の多さ
や複数校勤務の実態などが課題として指摘されてい
る。家庭科教員養成課程を卒業して小学校教員に
なった場合，早くから大学で学んだ専門性を生かし
て家庭科授業を担当できるとは限らない。また，中
学校家庭科教員となった場合には学校内に家庭科を
担当する教員は一人である場合が多いため，日常的
に教材研究などを相談する相手がいないのが一般的
な状況である。
　そこで本研究では，家庭科教員養成課程を卒業し
て教員になった学生が，教職経験を重ねる中でどの
ような勤務実態にあり，教科指導を通してどのよう

な学びや悩みを抱いているのかを把握することを目
的とする。

２．研究方法

⑴　調査対象者
　調査は，2004 ～ 2012年度に新潟大学教育学部家
庭科教育専修または生活科学課程を卒業し教員に
なった学生（32人）とした。
⑵　調査内容・方法
　調査内容は，回答者の属性（学級担任の有無，担
当学年，持ち授業時間，帰校時間など），教科等の
指導に関する不安傾向（調査Ⅰ：15項目），教員と
しての考えや悩み，励みなどに関する内容（調査
Ⅱ：６項目）の３つの内容で構成した。作成した調
査票は，2014年１月初旬に郵送し，１月末を期限に
回収した。
　調査Ⅰに対する回答は，５段階の選択肢（５：問
題ない－４：あまり不安ではない－３：どちらとも
いえない－２：やや不安－１：どうしていいか分か
らない）からもっとも近い状況の番号をひとつ選択
するように依頼した。また，回答者の属性と調査Ⅱ
は自由記述で回答を依頼した。

３．結果

⑴　分析対象者の属性
　調査の結果，28人の卒業生から回答が寄せられた

（回収率87.5％，小学校教員22人，中学校教員４人，
特別支援学校教員２人）。
　本報告では教職経験年数による比較を目的として
いることから，幅広い教職経験年数の教員から回答
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が得られた小学校教員（22人）を分析対象教員とし
た。分析は，まず全体の属性の整理を行った上で，
教職経験年数の長短（卒業後の教職年数が７～９年
の教員８人：A群，４～６年の教員７人：B群，１
～３年の教員７人：C群）による記述内容の違いの
有無を確認した。
　分析対象の小学校教員は，１名のみ家庭科の専科
教員であり，他の21人は学級担任をしていた（低学
年担任：13人，中学年担任：６人，高学年担任：１
人）。担任している学級の規模は10人未満が１学級，
10～20人が３学級，20～30人が11学級，30人以上が
６学級であった。各教員の１週間あたりの持ち時間
は，家庭科専科の教員が19時間であり，学級担任の
教員（21人）は，23～28時間であった。そのうち16
人が25～26時間の持ち時間であった。帰宅時間は，
18時頃が４人，19時頃が９人，20時頃が８人，不明
１人であった。
　分析対象とする小学校教員の属性を，教職経験年
数により３グループに分けて比較した結果（表１），
特段の違いは認められないと思われたことから，以
下の分析では，３グループ間の回答内容を比較して，
記述内容の違いの有無に着目して考察を進めること
とした。

⑵　調査１：授業中の教科指導に対する不安
１）教職経験年数による不安の違い
　教職経験年数により分けた３グループの調査結果
を比較すると（図１），卒業後１～３年の教員群（以
下，C群と記す）は，調査した15項目中，「⑧学習
内容を組み込んだテストの作成」を除く14項目で「不
安」または「やや不安」と回答していた。この結果
から，授業を行う基本的な事項に対する不安をもち
ながら指導を行っていることが推察された。中でも

「②板書の工夫や資料の活用」「⑪子どものレディネ
スやスキルの差に基づく個に応じた指導」「⑮年間
指導計画の作成」の３項目で不安傾向が高かった。

「⑮年間指導計画の作成」については，教員になっ
て初めて経験する内容であることから，経験年数の
少ないC群の教員にとって困難に感じるであろうこ
とは容易に理解できる。一方，「②板書の工夫や資
料の活用」と「⑪子どものレディネスやスキルの差
に基づく個に応じた指導」については，日々の授業
を行う中で求められる基本的な指導技術である。そ
の他の多くの項目でも，不安傾向を示していること
を踏まえると，自信をもてないままに日々の授業を
進めざるを得ない初任期（１～３年）の状況が推察
できる。
　教職４～６年の経験をしている教員群（以下，B
群と記す）の結果を概観すると，全体としてはC群

の結果よりも不安傾向が小さくなっている項目
（８項目：項目②⑥～⑨⑬～⑮）と，逆に大き
くなっている項目（５項目：項目①③④⑪⑫）
が混在した。調査した15項目のうち，「どちら
ともいえない：３」よりも不安が小さくなった
項目は，「⑧学習内容を組み込んだテストの作
成」「⑨コンピュータなど情報機器の利用」の
２項目のみであった。どちらともいえないで
あったのが，「⑥子どもの関心や教材を基にし
た授業設計」と「⑦教材の収集・選択・分析と
教材の活用」であった。不安傾向が小さくなっ
たこれらの項目は，授業設計も教材活用も日常
の授業実践を通して基本的な方法を習得するこ
とが可能な内容であると考えられる。一方，不
安傾向が大きい結果であった項目として，「⑪
子どものレディネスやスキルの差に基づく個に
応じた指導」「①発問や指名や説明などの話し
方」「⑫子どもの学習評価」の３項目が確認さ
れた。これらの項目は，日々の授業を進める際
の基礎となる指導技術である。この結果を踏ま
えると，教員になって５年を過ぎる経験を経て

表１　分析対象とした小学校教員の概要
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もなお，教員は不安を抱えながら授業を行っている
と推察された。
　とりわけ「①発問や指名や説明などの話し方」は，
卒業後の教職経験期間が短いC群の結果よりもむし
ろ0.6ポイント不安傾向が大きくなっていた。指示
や発問，説明などの指導技術そのものは，日々の授
業経験とともに向上すると考えられる。しかし，こ
の指導技術を授業において教師と児童との関係や学
習をつなぐものとして考えると，C群よりもB群の
方の不安傾向が大きくなったのは，言葉によるやり
取りや教師からの働きかけが子どもの理解状況に影
響することを理解し，児童にとって分かりやすい指
示，発問を行うことや説明する難しさを感じた結果
であると考えることもできる。
　一方，教職経験年数７～９年の教員群（以下，A

群と記す）は，すべての項目で「どちらともいえな
い：３」よりも不安傾向が小さくなっていた。中で
も「④子どもの反応の把握や机間指導」「⑥子ども
の関心や教材を基にした授業設計」「⑨コンピュー
タなど情報機器の利用」「⑩子どもの実態に合わせ
た授業設計」は，「あまり不安ではない：４」レベ
ルに近くなっていた。
　「授業中の教科指導に対する不安」について，回
答を教職経験年数の長短により３グループに分けて
比較し，概観した。その結果，C群，B群は，日常
的な授業に対して，不安な気持ちを持ちながら授業
をしていること，一方で，７年程度の教職期間を超
えると，そう大きな不安を感じずに授業を行えるよ
うになっている状況であることが推察された。
　新潟県では教員として採用された最初の６年間，

人 人 人
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新潟市では最初の３年間は初任校での勤務を行うこ
ととなっている。他の自治体でも，同様に初任校勤
務の期間が設定されている。少人数を対象とした結
果であることから推察にとどまるが，上述した結果
が，一般的な教員の不安傾向やその内容と重なるの
であれば，初任期における初任者指導や職務の支援
体制を充実・整備させることが重要であろう。
２）教職経験年数と不安を感じる内容の違い
　A群，B群，C群という教職経験年数の違いによ
り不安を感じる時期や不安傾向の変容に違いが認め
られるか否かを考察した。
　各群を構成する教員が異なっているため，教職経
験に伴う個別の変容として捉えることはできない。
この点を踏まえつつ，各群の結果に注目すると，C
群を起点としてB群の結果と比較して変化した項目
は，５項目あり，うち，プラスの変化が４項目（項
目⑥，⑦，⑧，⑨），マイナス方向に変化した項目
は１つ（項目①）であった。また，B群を起点とし
てA群の結果との差を概観すると，項目８以外で全
て不安が減じていた。

⑶　調査Ⅱ：教師の課題・悩みの内容
１）教師として大切にしたいと考えている内容
　調査時段階で教師として大切にしたいと考えてい

る内容を整理した。その結果，「子ども」「授業」「教
師」「学級経営」の４つにまとめられた（表２）。
　「子ども」に関する記述は，A ～ C群の全群に子
どものよさを認めること，子どもとの信頼関係を築
くこと，一人ひとりを良く見ることなどが記述され
ており，教職経験年数による違いは認められなかっ
た。一方，「教師」に関する記述も全群に認められ
たが，記述内容は各群間に違いが見られた。具体的
には，C群の記述には，笑顔や言葉遣い，指導の一
貫性の大切さが書かれていたのに対し，B群の記述
には，見通しや余裕を持つことの大切さ，A群の記
述には，学び続ける姿勢や共感・受容することの大
切さが記述されていた。
　この調査項目は，教師として何を大切にしたいと
考えているかという教師観を問うものであった。教
師としての経験が少ないうちは，教師となった自分
自身をしっかりさせようとする笑顔や言葉遣いを大
切にしていることが読み取れた。また教職経験が長
くなるとともに見通しを持つことや子どもとの相互
関係，自分の成長を含んで考えていることが伺えた。
このように，経験をつみながら教師としての視野を
広げていることが推察できた。
　すなわち，教職について短期の間は自分の目指す
教師の姿を描き，教職を経験する中で，子どもと一

表２　教師として大切にしたいと考えている内容
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表４　教師になって学んだと感じたこと

表３　子どもを指導している中で気付いたこと
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緒に学級や学習を創り出していく授業イメージが創
られていくと思われた。
　なお，学級経営に関してはA，B群の記述には確
認できたがC群には認められなかった。小学校教員
は，通常教員１年目から学級担任を行うことが多い
が，卒業後１年～３年の短期間には，学級経営に関
して「大切にしたい」と回答できるほどの重点を自
分自身の授業観として確立するにはいたっていない
ことが伺えた。
２）子どもを指導している中で気づいた内容
　子どもを指導している中で気付いた内容を整理し
た結果，「子どもの理解」「教師と子どもの関係」「教
師自身のあり方」に関する記述内容にまとめられた

（表３）。
　「教師と子どもの関係」に関する記述は，どの群
にも叱るよりほめることのほうが重要であることや
教師の気持ちや働きかけが子どもに伝わることなど
が記述されており，教職経験年数による内容の違い
は認められなかった。

　「子どもの理解」に関する記述に注目すると，C
群では，教師の子どもに対する“みえ”と子どもの
実態のずれに気付いたことが記述されていた。一方，
A群では，子どもは新しいことを知りたがっている
ことや気持ちが入ると大きなパワーを発揮すること
など，子どもの可能性に期待する気持ちが表われて
いる記述が確認された。記述数は少ないが教職経験
を通して，子どもへの理解の深まりが記述内容から
伺える。
３）教師になって学んだと感じた内容
　教師になって学んだと感じた内容について整理し
た結果，「子ども」「教師の姿勢」「関係作り」にま
とめられた（表４）。
　「子ども」の欄には子どもそのものの理解を学ん
だ内容と教師と子どもとの関係の中で学んだ内容を
あわせ整理した。「子ども」に関する記述に注目す
ると，C群の記述には，子どもはしたくないことか
らは逃れようとすることや教師が理解していないと
子どもを理解させることが難しいことの学びをはじ

表５　授業を実施する中で難しいと感じる内容
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めとして，全記述の半数以上が子どもに関する内容
であった。それに対してB群，A群には，子どもを
育てることの難しさや子どもの発達段階に応じた実
態理解などの学びが少数記述されているのみであっ
た。一方「関係作り」に関して記述された内容は，
C群では保護者との連絡が教師にとって重要である
ことが，B群では家族との協力や子ども理解につな
がること，同僚，保護者との関係を良くすることが
子ども理解の幅を広げることが，さらにA群の記述
には地域の方との関係作りについても学びとして記
述されていた。
　本調査は，自由記述による回答を基に考察してい
ることから，回答者である教員の考えが内容や件数
に反映されると考えられる。すなわち，教職という
経験を通して人と関係性を持つこと，それも子ども
から同僚，地域の人々と，ネットワークを広げてい
くことの重要性を学んでいることが推察された。
４）授業を実施する中で難しいと感じる内容
　日常の授業を実施する中で感じている困難につい
て記述内容を整理した結果，「授業設計・運営・評価」

「子どもの差への対応」「学習支援」にまとめられた
（表５）。
　「授業設計・運営・評価」に分類した記述を概観

すると，C群では，楽しい授業を行うことや主体的
な学習にするための展開の工夫に難しさを感じてい
た。B群では，子どもの課題意識を持たせることや
課題解決的な授業にすることの難しさが書かれてい
た。そして，A群では，教え込みにならない授業，
子どもたちが主体的に学べる授業を目指す中での難
しさが記述されていた。
　「子どもの差への対応」には，理解が不十分な児
童や進度に差が出た場合の対応を合わせ含めた。C
群の記述には，進度差への対応に困難を感じていた。
一方，B群，A群の記述にも理解力の差や技能の差
に対応することの難しさが記述されていたが，さら
に，どの子どもにとっても分かりやすい授業を志向
する上での難しさが記述されていた。
　「学習支援」に関しては，すべての群の記述に子
どもの反応の生かし方や言葉のつなぎ方など，それ
ぞれの子どもを生かした支援をすることの難しさが
記述されていた。
　以上，授業を実施する中で感じる困難について，
教員となってすぐの期間には，教師である自分自身
の指導に関する課題が記述の中心になっているが，
教職経験を通して課題として捉える中心が子どもの
学習に移行していることが伺えた。

表６　教員をしていてよかった（楽しい）と感じる時
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５）教員をしていてよかった（楽しい）と感じる時
　教員をしていてよかった（楽しい）と感じる時と
その理由に関する記述を整理した結果，「満足感の
共有」「子どもの成長」「子どもの笑顔」に整理でき
た（表６）。
　この質問に対しては，卒業後の年数に関係なく，
子どもが成長する姿や分かりできるようになった姿
に喜びを感じていた。また，教職経験年数の多少に
よらず，目標をもってできるようになった子どもの
達成感や満足感を感じたときに，教師自身もよかっ
たと感じている点，子どもの満足感を教師自身がと
もに共有できることに喜びを感じている点も共通で
あった。
　しかし，その理由を合わせて確認すると，C群で
は，一緒に喜べることや子どもと同じ気持ちで取り
組めることが嬉しいというように，教師自身が子ど
もと喜びを分かち合う喜びを書いていた。しかし，
教職経験が長くなるB群，C群には，リーダーを中
心に活動に取り組んで成長している姿が嬉しいこと
や人との関わりの良さを感じていることなど，子ど
もが相互の関わりの中で育つことを外側からとらえ
る教師の視点があると考えられた。これまでも述べ
てきているように，考える軸足が教師自身から子ど
もに移行している点は教師としての成長であろう。

６）子どもとの対応で一番難しいと感じる内容
　子どもとの対応で一番難しいと感じる内容につい
て記述を分類した結果，「トラブルへの対処」「子ど
もの気持ちへの寄り添い方」「教師の指導や判断」
にまとめられた（表７）。
　「トラブルへの対処」と「子どもの気持ちへの寄
り添い方」に関する記述は，教職経験年数によらず，
発達障害や特別に支援を要する子どもへの対応，喧
嘩など子ども同士のトラブルへの対応の難しさなど
が記述され，大きな違いはないと思われた。しかし，

「教師の指導や判断」にまとめた記述を概観すると，
教職経験年数による内容の違いを確認できた。具体
的には，C群の記述では，教師は，ほめる場合と叱
る場合の判断の難しさを記述し，B群の記述には，
多忙な中での個別指導の難しさや一人ひとりの子ど
もに対応する難しさが書かれていた。一方，教職経
験年数が7年を超えるA群では，習慣として身につ
くまで繰り返すことや子どもの自立を意図して保護
者と連携をすることなど，課題だけでなくその対処
や対応について自分の考えも合わせて記述されてい
ることを確認した。

４．要約

　家庭科教員養成課程を卒業して教員になった学生

表７　子どもとの対応の中で一番難しいと感じる内容
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が，教職経験を重ねる中でどのような勤務実態にあ
り，教科指導を通してどのような学びや悩みを抱い
ているのかを把握することを目的として，2004 ～
2012年度に卒業した小学校教員22人の調査結果を分
析した。結果は以下のとおりである。
　教職経験が短い期間の教師は，授業中の教科指導
に関する不安傾向が大きいことが明らかとなった。
また，教職６年程度までの期間は，基本的な指導技
術に不安を抱きつつ授業を行っている状況が推察さ
れた。
　教職経験により，教師として大切に感じる内容や
不安・困難を感じる内容は異なっていた。教職経験
年数が短いうちは，教師が自分自身のありように対
峙した記述をしており，教職経験を通して，視野を
広げ，子どもを中心に位置づけた視点へ移行してい
ることが伺えた。また，課題だけでなく改善につな
がる働きかけなどの記述も確認できる方向への変化
が伺えた。
　本研究で調査対象とした教員のうちの何名かはこ
れまでも勤務実態や，勤務校における授業実践の
データを継続的に収集している卒業生である。教職
生活をよりよいものにするために，今後は，授業実
践データと勤務実態などを組み合わせて，記述され
た言葉の意味や意図をより深く解釈していきたい。
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